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対象校 ①交流及び共同学習部 ②教務部 ③研究部 ④進路指導部 ⑤地域支援部 ⑥その他
⑦特に設け
ていない
Ａ高等部（n＝36） 8 1 1 1 5 17 7
Ｂ設置高校（n＝4） 0 2 0 0 0 1 3





















2 2 3 3










10 0 0 0














































































































































































































































































































































































































???? ?????? ??? ?? ? ??? ????????????? ?
図６　実施していない理由
表７　「その他」の主な記述内容
記述内容
・病弱児のため、感染、個人情報保護の観点等から実
施困難
・在籍する生徒の病状や実態が多様であるため。
・今年度開校したため。
・相手校交流参加者数が集まらなかったため。毎年年
度初めに相互の担当者で連絡を取り、確認し合って
いる。
・地域交流をしているため。
・高等学校は学区が幅広い。
・生徒の中に自己の障害認知ができていないものが数
名おり、現時点ではその点がネックになっている。
・実施していない理由をこれまでに考えることはな
かったが、現在の教育課程から時間的なゆとり、必
要性等から実施していないのだと思う。
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いる実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過
ごしやすく、生徒が同じ目標を持って取り組めた
り、関わり合ったりでき、相互理解の効果が高いと
考えられる。
（３）今後の学校間交流の取り組みとして
未実施校の調査結果から、「今後も計画がない」
とした学校が多くあった。交流及び共同学習の実施
は学校裁量であり、各校に委ねられている。他県に
は、年度初めに交流及び共同学習実施要綱や計画書
を作成し、県全体として交流及び共同学習に取り組
んでいる地域もある。交流及び共同学習の推進に向
け、学校全体の積極的な取り組みが必要である。本
研究からは学校間交流の実施形態が明らかになり、
多くの取り組みが示された。これらの多様な取組を
共有化する必要があろう。
一方で、Ⅲ -２（２）「ねらいと成果について」
で示されたように、特別支援学校の生徒自身の学び
という点では決して十分ではない。さらなる充実に
向け、場や時間の共有から、生徒同士が直接かかわ
り合え、双方の生徒が学び合える交流及び共同学習
を目指したい。生徒が同じ目標をもちやすく、かか
わり合える活動を考えると、各教科や作業学習等の
通常授業での実施が有効だろう。双方の生徒に応じ
て活動を計画できるため、生徒に適した日程や授業
展開を図ることができ、授業内容が分かり、活動に
参加している実感・達成感をもちやすくなるといえ
る。双方の生徒が目標に向けて自然な形でかかわり
合うことができ、共に協力したり喜び合ったりする
活動が生徒の相互理解につながると考えられる。
共生社会の形成に向けてインクルーシブ教育シス
テム構築が求められる今、障害のある者と障害のな
い者が共に学ぶ時間である学校間交流を高等部と高
等学校の通常の取り組みとして位置付ける必要があ
ろう。社会への出口となる高等学校段階であるから
こそ、お互いの人間性や社会性を高める交流及び共
同学習の充実が必要であり、その充実が共生社会の
形成に向けての歩みとなろう。
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